
◼ 1/27(土)法規 401-2 <必修＞職業倫理ゼミナール フィードバック  

      
  

＜講評＞ 
 

佐々木委員 

罰則について、一度整理してみることをおすすめします。  

 

   清水(望)委員 

    今回は２つのシナリオについて考えていただきましたが、実際の業務にあたる時にも職業倫理に照ら

して考えてみる、という機会を持っていただけるといいと思います。 

 

  岡尾委員 

   活発なディスカッションができていたと思います。テーマでは具体的な不正シナリオや対応する実証手

証まで踏み込んで議論できるとより良いかと思います。 

 

  川合副委員長 

   自身の体験も踏まえて適切にディスカッションされていました。 

 

 小島委員 

① 実務経験のある人もいるようで IPO 準備会社についてイメージできているようでした、自分が主

査になった場合にどのような回答をするのか、できるのかを想定できるとより良かったと思います。 

② 対応策についてなどは自分が責任者になったと考えて深堀りできると良かったと思います。 

 

濱野委員 

 自身の経験も踏まえてテーマについて問題点、対応策について協議できていました。今後、会社か

らの相談事項も増えてくると思いますが、監査人としてできる範囲に留意していただければと思います。 

 

酒井委員 

 テーマ１については、独立性も重要ですが、指導の範囲内で何が出来るかを考えてクライアントに

寄り添っていくことも大切だと思います。 

     テーマ２については、合理的ではないものには何かある可能性がありますので、忙しくても見逃さず

に深堀りしてほしいです。 


